
受講者の声 令和５年１０月３日（火）の受講者より

〇 生徒の発達の段階に応じて、ルールや教具、教材を工夫
することで運動を楽しめることがわかりました。
〇 「できるようになった！」「できて嬉しかった！」という子
どもを一人でも増やせるように、授業内容を工夫したいと
思いました。

講座内容のDVDを貸出しています。お問い合わせは体育研究所まで！

日本女子体育大学 准教授
須甲 理生 先生

子どもの「わかる」「できる」を保障し、球技の楽しさや喜びを
味わわせるための授業づくりについて学べる内容でした。


